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Ｎｏ． 22 分野 橋梁 プロセス 維持管理

目的 事象の認識
（橋梁の支承などの損傷を認識）

撮影・可視化対象事項 色、形状
（支承などの錆や劣化を認識）

技術要素 AI（画像解析） 活用効果 コスト、工程

出典：東日本高速道路、東京大学、北海道大学等。日経XTECH https://xtech.nikkei.com/kn/article/const/column/20150407/697271/

■背景および技術用途
• 点検で得られた画像やその診断結果を簡易に見比べることで、劣化診断の精度を高めたい
• 過去の点検結果から約８万件の画像をデータベース化し、画像間の類似性を把握
• 経験の浅い技術者を支援するという開発の目的

図 画像の検索システムにおける表示画面図 画像の検索システムで比較する項目

■技術詳細
• 類似性を把握するために「色の面積」「輪郭線の分布」「色の分布」

「模様の形状」に着目
• 取得画像は遠景と近景を組み合わせた静止画像
• 色の特性を踏まえて、類似する過去の点検結果を検索・表示

データベースから錆や劣化などの変状がよく似た画像を探し出し損傷判定のときの参考として活用
【新たな使い方】


